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保育園での新型コロナウイルスへの対応について【10月 1日版】 

 

 10月に入り全国的に GoToトラベルキャンペーンが推進され、秋田県でも対応方針の緩和が発

表されました。それを受け、当園の対応を更新いたします。引き続き、安心安全な保育園運営のた

めにご理解ご協力くださいますようお願いいたします。 

コロナウイルスの最大の敵は「油断」です！ 

以下の継続にご協力ください。（赤字が変更点・取り消し線部が解除となる部分です。） 

日常保育での園児の感染予防 

・登園前の検温時に 37.5 度以上の熱があった場合は、登園をご遠慮ください。 

平熱の高さなど個人差もありますので、各自に合わせた対応に努めます。 

・手洗い、手指消毒を励行します。正しい手洗いを身に付けるため 3歳以上児で 

は定期的な手洗い指導を実施してまいります。 

 

保護者の皆様へお願いしたいこと 

・37.5度以上の熱の場合は、来園（送迎時含む）をご遠慮ください。 

・園内に入る際はキエルキン(弱酸性次亜塩素酸水)を手指・衣服・荷物等へ散布してください。 

・サーモゲート(非接触型体温検知器)による発熱確認(玄関風除室に設置準備中) 

   ・園児本人が旅行等で首都圏や感染拡大地域と往来する場合は、事前にお知らせください。 

    ※往来後に風邪症状(発熱や体のだるさ、味覚・嗅覚異常など)があった際は、登園を控えて

ください。 

2週間の登園自粛をお願いするケース（首都圏などの感染拡大地域【県通知】） 

・園児本人が同居家族と共に上記地域と往来する場合 

・県で自粛を呼びかける上記地域から帰省する家族と同居する場合（同居期間と期間後から２週間） 

  県では感染対策を徹底した上で帰省者の自粛を求めない方針ですが、園としては少なくとも 

9 月中は現行のままの対応としたいと思います。 

 

2週間の登園自粛協力を除外するケース（以下の場合は訪問時の衛生対策の徹底は当然のこと、 

帰宅後の体調管理にも十分注意をして下さい） 

・同居家族のみ（園児本人は行かない）が県通知の上記地域へやむを得ない訪問をする場合 

（出張等の仕事・各種試験の受験・就職活動・葬儀・介護等） 

保育園ができること 

・ドアノブ等の共用部やおもちゃの消毒徹底、換気励行 

・園児の健康観察の徹底（37.5 度以上の場合、保護者へお迎えのお願い） 

・職員が 37.5度以上の熱の場合は出勤停止 

・首都圏（感染拡大地域含む）への不要不急の往来自粛⇨往来の際は事前に申請する 

      マスク着用（熱中症に注意しながら。「密」ではない場所では適宜はずしています） 

     ・園内立入業者への検温(サーモゲート)・手指消毒等の徹底 

あわあわ 

手洗いのうた 

【 重 要 】 



【参考情報】 

①園児感染が発生した場合の想定対応（状況により変わる場合があります）市子育て支援課回答 

基本的に、保健所の指示の下で市子育て支援課、保育園で協議し対応することになります。 

【保育園】感染発覚後、保健所判断による(一斉降園→翌日から休園 消毒作業→以降指示による) 

【保護者】全園児が濃厚接触者に該当する場合があります。保健所の指示決定まで自宅待機。 

【職 員】上記と同様に全職員が濃厚接触者に該当する場合があるので自宅待機。 

 

②COCOA(接触確認アプリ)をインストールしましょう！（園長も活用しています！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


